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「
じ
ゃ
け
え
の
う
」
と
は
広
島
弁
で

「
だ
か
ら
ね
！
」
と
い
う
意
味
。

　

関
東
だ
と
「
だ
か
ら
さ
ぁ
」
、
現

在
広
島
市
内
在
住
中
学
生
は
「
じ
ゃ

け
さ
ぁ
」
、
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
山

陰
（
出
雲
弁
）
で
は
「
だ
け
ん
の

う
」
、
の
「
じ
ゃ
け
え
の
う
」
は
じ

ま
り
ま
ー
す
。

　

こ
の
た
び
、
「
青
少
年
情
報
セ
ン

タ
ー
」
の
見
直
し
（
司
教
教
書
「
10

の
テ
ー
マ･

30
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の

一
つ
）
を
含
む
青
年
活
動
の
活
性
化

を
目
指
し
、
五
年
振
り
に
教
区
の
青

年
司
牧
の
現
場
に
戻
っ
て
参
り
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
司

教
さ
ま
よ
り
「
青
少
年
情
報
セ
ン

タ
ー
」
の
見
直
し
を
打
診
さ
れ
、
当

時
の
担
当
で
あ
っ
た
三
宅
神
父
と
職

員
の
楠
本
さ
ん
と
改
革
案
を
提
出
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
司
教
顧
問
会
、
司
祭

団
、
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
、
平
和

の
使
徒
推
進
本
部
な
ど
で
承
認
を
い

た
だ
き
、
こ
の
六
月
よ
り
「
青
少
年

情
報
セ
ン
タ
ー
」
は
企
画
、
運
営
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
力
を
入
れ
た

「
青
年
活
動
企
画
室
」
（
以
下
、

「
企
画
室
」
）
に
発
展
的
に
移
行
し

て
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
番
大
き
く
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

は
、
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
組
織

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
動

を
企
画
し
て
い
く
組
織
に
な
る
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
小
教
区
や
地
区
の

「
青
年
会
」
や
「
子
ど
も
会
」
と

い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
活

動
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
、
と
い
う

現
状
を
考
慮
し
た
時
、
こ
ち
ら
か
ら

出
向
い
て
（
企
画
を
立
ち
上
げ
て
）

い
き
、
呼
び
か
け
、
リ
ー
ド
し
な
が

ら
共
に
歩
ん
で
い
く
。
と
い
う
よ
う

な
関
わ
り
方
が
、
よ
り
必
要
だ
と
感

じ
た
か
ら
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
青
少
年

情
報
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い
た
公
式

の
情
報
発
信
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
高
校
生

大
会
、
大
学
生
大
会
、
青
年
大
会
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
区
主
体
の

青
年
企
画
を
運
営
し
リ
ー
ド
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
信
者
・
非
信
者
を
問
わ

ず
、
教
区
の
青
年
活
動
に
有
益
な
情

報
を
見
つ
け
、
そ
れ
ら
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や

恵
み
の
風
を
受
け
て
感
謝
の
う
ち
に

恵
み
の
風
を
受
け
て
感
謝
の
う
ち
に

「
教
区
創
立
百
周
年
」
へ

「
教
区
創
立
百
周
年
」
へ

広
島
教
区　

ア
レ
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シ
オ　

白
浜　

満　

司
教

広
島
教
区　

ア
レ
キ
シ
オ　

白
浜　

満　

司
教

は
じ
め
に

　

広
島
教
区
に
お
い
て
は
、
第

三
回
目
の
教
区
代
表
者
会
議

（
教
区
シ
ノ
ド
ス
）
が
、
初
め

て
オ
ン
ラ
イ
ン
の
形
式
で
、
二

会
期
（
二
〇
二
一
年
十
一
月

二
十
三
日
と
二
〇
二
二
年
二
月

二
十
三
日
）
に
分
け
て
行
わ

れ
、
教
区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
教
区
創
立
百
周
年
後
の
宣

教
司
牧
の
目
標
や
優
先
的
な
取

り
組
み
を
識
別
す
る
大
き
な
恵

み
を
、
神
様
か
ら
与
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
恵
み
の
風

を
受
け
て
、
わ
た
し
た
ち
は

「
教
区
創
立
百
周
年
」
と
い

う
、
歴
史
的
な
節
目
の
時
に
向

か
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

広
義
で
の「

教
区
創
立
百
周
年
」

　

大
阪
教
区
に
属
し
て
い
た
中

国
五
県
（
岡
山
、
鳥
取
、
広

島
、
島
根
、
山
口
）
の
宣
教
司

牧
が
ド
イ
ツ
の
イ
エ
ズ
ス
会
に

委
託
さ
れ
て
、
一
九
二
三
年
の

五
月
四
日
に
、
広
島
使
徒
座
代

理
区
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
使
徒
座
代
理
区
」
と
は
、
正

式
に
「
教
区
」
が
設
立
さ
れ
る

前
の
段
階
の
名
称
で
す
。
教
会

法
典
に
よ
れ
ば
、
「
特
別
な
事

情
に
よ
り
、
い
ま
だ
教
区
と
し

て
設
立
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い

な
い
た
め
、
そ
の
司
牧
を
使
徒

協
力
も
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
青
年
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
も
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
き
な
課
題
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
「
企
画
室
」
の

役
割
は
、
企
画
運
営
に
軸
足
を
置
き

つ
つ
、
そ
の
時
々
で
カ
タ
チ
を
変
え

ら
れ
る
よ
う
柔
軟
に
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
、
中
学
生
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
「
教
区
召
命
学
校
」
、
「
練

成
会
」
と
い
っ
た
企
画
ご
と
に
組
織

化
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
一
ま
と

め
に
す
る
の
は
時
期
尚
早
と
の
助
言

を
い
た
だ
い
た
た
め
、
「
企
画
室
」

の
対
象
年
齢
は
高
校
生
以
上
の
青
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

専
従
の
職
員
と
し
て
益
田
な
お
さ

ん
、
担
当
補
佐
に
三
宅
仁
孝
神
父
、

担
当
に
大
西
神
父
と
い
う
メ
ン
バ
ー

で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
企
画
室
」
が
司

教
教
書
に
あ
る
「
と
も
に
歩
む
あ
た

た
か
さ
の
あ
る
教
会
」
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
、
一
人
で
も
多
く
の
青
年
に

「
教
会
っ
て
い
い
ね
！
」
と
思
っ
て

も
ら
え
ま
す
よ
う
に
。
祈
っ
て
ご
さ

れ
る
と
喜
び
ま
す
（
祈
っ
て
く
だ
さ

る
と
あ
り
が
た
い
で
す
）
。

（
大
西　

勇
史　

神
父
）

倉吉教会（鳥取県）白浜司教公式訪問（6月19日）
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座
代
理
区
長
に
委
ね
ら
れ
る
。

使
徒
座
代
理
区
長
が
教
皇
の
名

に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
統
治
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
教
会
法

第
三
七
一
条
第
一
項
の
抜
粋
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
エ
ズ
ス
会
と
淳
心
会
の
支
援

　

「
使
徒
座
代
理
区
」
に
は
、

教
皇
の
名
に
よ
っ
て
代
理
区
長

が
任
命
さ
れ
、
そ
の
代
理
区
を

司
牧
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

初
代
の
代
理
区
長
は
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
・
デ
ー
リ
ン
グ
大
司
教

（
一
九
二
三
年
～
二
八
年
）
が

任
命
さ
れ
、
岡
山
に
代
理
区
長

館
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
任
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ロ
ス
司

教
（
一
九
二
八
年
～
四
〇
年
）

時
代
の
一
九
三
九
年
に
、
代
理

区
長
館
が
広
島
に
移
さ
れ
ま
し

た
。
一
九
四
〇
年
に
は
、
ア
ロ

イ
ジ
オ
荻
原
晃
師
が
代
理
区
長

（
一
九
四
〇
年
～
五
九
年
）
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
三
名
の
代

理
区
長
は
、
い
ず
れ
も
イ
エ
ズ

ス
会
員
で
す
。
荻
原
代
理
区
長

時
代
の
一
九
五
一
年
に
、
イ
エ

ズ
ス
会
は
、
中
国
五
県
の
う
ち

岡
山
県
と
鳥
取
県
の
宣
教
司
牧

を
、
淳
心
会
に
委
託
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
一
九
五
九
年
六

月
三
十
日
に
「
広
島
使
徒
座
代

理
区
」
は
、
正
式
に
「
広
島
教

区
」
に
昇
格
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
と

淳
心
会
が
、
広
島
教
区
を
設
立

す
る
基
礎
を
築
い
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
会
員
の

中
か
ら
多
く
の
司
祭
を
派
遣

し
、
宣
教
活
動
を
通
し
て
信
徒

の
共
同
体
を
育
成
し
、
さ
ら
に

は
土
地
を
購
入
し
て
、
教
会

堂
、
司
祭
館
、
信
徒
会
館
、
カ

ト
リ
ッ
ク
の
教
育
施
設
な
ど
を

建
て
た
り
し
て
、
人
的
に
も
、

霊
的
に
も
、
経
済
的
に
も
、
多

く
の
支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
イ
エ
ズ
ス
会
と
淳
心
会
、

そ
し
て
歴
代
の
会
員
各
位

に
、
心
よ
り
感
謝
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

広
島
教
区
の
歩
み

　

「
広
島
使
徒
座
代
理
区
」

が
正
式
に
「
広
島
教
区
」

に
昇
格
し
て
か
ら
、
今
年
の

六
月
三
十
日
で
、
厳
密
に
は

（
狭
義
で
は
）
広
島
教
区
創
立

六
十
三
年
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
野
口
由
松
初
代
司
教

（
一
九
六
〇
年
～
一
九
八
五

年
）
、
ヨ
セ
フ
三
末
篤
實
第

二
代
司
教
（
一
九
八
五
年
～

二
〇
一
一
年
）
、
ト
マ
ス
・
ア

ク
ィ
ナ
ス
前
田
万
葉
第
三
代
司

教
（
二
〇
一
一
年
～
二
〇
一
四

年
）
、
そ
し
て
、
わ
た
し
が

二
〇
一
六
年
九
月
十
九
日
に
第

四
代
の
司
教
と
し
て
叙
階
さ

れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
淳
心
会
は
一
九
九
七

年
に
鳥
取
県
と
岡
山
県
の
宣
教

司
牧
を
広
島
教
区
に
移
管
し
、

イ
エ
ズ
ス
会
は
二
〇
一
三
年
に

山
口
県
と
島
根
県
（
山
口
十
教

区
を
除
く
）
の
宣
教
司
牧
を
広

島
教
区
に
移
管
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
広
島
教
区
は
、
イ
エ
ズ

ス
会
と
淳
心
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の

会
員
司
祭
の
派
遣
を
依
頼
し
、

今
日
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
十

教
区
の
宣
教
司
牧
に
従
事
し
て

い
た
だ
き
、
多
大
の
協
力
を
継

続
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
広
島
教

区
は
、
ミ
ラ
ノ
宣
教
会
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
宣
教
会
か
ら
、
そ
し
て

姉
妹
教
区
の
絆
を
結
ん
で
い
る

韓
国
・
釜
山
教
区
、
ベ
ト
ナ

ム
・
ソ
ン
ロ
ッ
ク
教
区
か
ら

も
、
司
祭
を
派
遣
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
現
在
、
広
島
教

区
内
で
働
く
約
五
十
名
近
い

司
祭
の
中
で
、
教
区
司
祭
は

二
十
一
名
で
、
全
司
祭
の
半
数

以
下
の
状
態
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
間
、
広
島
教
区
で
働
い
て
く

だ
さ
っ
た
宣
教
会
・
修
道
会
・

教
区
の
す
べ
て
の
司
祭
の
各
位

に
、
心
か
ら
感
謝
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

修
道
会
・
在
俗
会
の
奉
仕

　

こ
こ
に
す
べ
て
の
名
称
を
列

挙
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
広
島
教
区
に
は
、
現
在
、

上
述
し
た
会
の
他
に
一
つ
の
修

道
士
会
、
十
四
の
女
子
の
活
動

修
道
会
、
一
つ
の
女
子
の
観
想

修
道
会
、
二
つ
の
在
俗
会
が
、

種
々
の
分
野
で
奉
仕
し
て
く
だ

さ
り
、
教
区
の
宣
教
司
牧
活
動

の
一
端
を
担
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
広
島
教
内
で
働
い

て
く
だ
さ
っ
た
歴
代
の
男
女
の

修
道
者
・
在
俗
会
員
の
各
位
に

も
、
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

教
区
と
小
教
区

　

教
会
法
典
（
第
三
六
九
条
・

三
七
五
条
参
照
）
に
よ
れ
ば
、

教
区
と
は
、
十
二
使
徒
の
後
継

者
で
あ
る
司
教
に
委
託
さ
れ
、

司
祭
団
の
協
力
の
も
と
に
司
牧

す
る
神
の
民
の
一
部
分
で
す
。

そ
し
て
教
区
は
さ
ら
に
小
教
区

に
分
割
さ
れ
て
、
司
祭
に
そ
の

司
牧
が
委
託
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
広
島
教
区
に

は
現
在
、
広
島
県
に
十
二
の
小

教
区
と
二
つ
の
巡
回
教
会
、
山

口
県
に
十
三
の
小
教
区
と
二
つ

の
巡
回
教
会
、
島
根
県
に
五
つ

の
小
教
区
、
岡
山
県
に
八
つ
の

小
教
区
と
一
つ
の
巡
回
教
会
、

鳥
取
県
に
三
つ
の
小
教
区
と
一

つ
の
巡
回
教
会
が
あ
り
ま
す
。

合
計
す
る
と
、
広
島
教
区
全
体

で
は
、
現
在
、
四
十
一
の
小
教

区
と
六
つ
の
巡
回
教
会
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
小
教
区
と
巡

回
教
会
は
、
区
分
（
区
域
）
と

い
う
よ
り
、
親
密
な
キ
リ
ス
ト

者
の
共
同
体
、
霊
的
な
家
族
で

す
。
世
界
に
広
が
る
神
の
民

（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
）
の
一
つ

の
部
分
で
あ
る
広
島
教
区
の
信

徒
各
位
に
も
、
心
か
ら
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
教
区
創
立
百
周
年
」
を

よ
い
機
会
と
し
て

　

広
島
教
区
の
兄
弟
姉
妹
の
皆

さ
ん
、
わ
た
し
た
ち
は
、
今
年

の
「
教
区
の
日
」
（
九
月
十
九

日
）
か
ら
来
年
の
「
教
区
の

日
」
（
九
月
十
八
日
）
ま
で
の

今年、還暦を迎えた白浜司教
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一
年
間
を
、
「
教
区
創
立
百
周

年
」
と
し
て
祝
い
過
ご
し
て
行

き
ま
す
。
開
年
ミ
サ
と
閉
年
ミ

サ
を
始
め
、
種
々
の
企
画
や
行

事
な
ど
の
情
報
も
、
徐
々
に
公

開
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま

す
。
こ
の
一
年
を
通
し
て
、
教

区
の
百
年
の
歴
史
を
学
び
、
教

区
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
神
様

に
感
謝
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

よ
き
牧
者
で
あ
る
主
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
は
、
聖
霊
の
働
き
を

も
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
を
導

き
、
今
も
な
お
、
日
本
と
く
に

中
国
地
方
の
人
々
の
福
音
宣
教

を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

現
代
社
会
の
様
々
な
困
難
の
中

に
あ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
信

仰
共
同
体
の
小
さ
な
船
は
、
逆

風
に
悩
ま
さ
れ
、
沈
み
か
け
て

い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け

る
こ
と
も
事
実
で
す
。
し
か
し

「
わ
た
し
だ
。
恐
れ
る
こ
と
は

な
い
」
（
ヨ
ハ
ネ
６
・
20
）
と

い
う
主
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
を

心
に
響
か
せ
な
が
ら
、
す
べ
て

を
導
か
れ
る
神
様
へ
の
感
謝
と

信
頼
を
新
た
に
し
、
神
の
家
族

と
し
て
の
絆
を
強
め
、
と
も
に

歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
二
〇
二
二
年
度
（
第
一
回
）

広
島
司
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

開
催
】

　

去
る
六
月
十
一
日
（
土
）
、

二
〇
二
二
年
度
第
一
回
広
島
司

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
（
以

下
、
教
区
宣
司
評
）
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
た

リ
モ
ー
ト
会
議
形
式
で
開
催
さ

れ
た
。
白
浜
司
教
、
司
祭
、
修

道
者
、
信
徒
の
全
三
十
一
人
が

出
席
し
た
。
全
国
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
メ
イ
ン
会
場

の
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
多
目

的
ホ
ー
ル
に
は
出
席
評
議
員
の

半
数
の
十
五
人
が
集
い
、
そ
の

他
の
評
議
員
は
リ
モ
ー
ト
接
続

し
て
予
定
通
り
会
議
を
開
始
し

た
。

　

教
区
宣
司
評
は
、
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
戦
争
が
一
日
も
早
く
終

わ
る
よ
う
に
、
祈
り
の
う
ち
に

会
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
一
年
、
平
和
を

テ
ー
マ
に
歩
ん
で
い
き
ま
す

が
、
改
め
て
今
日
の
社
会
情
勢

の
中
、
平
和
を
願
い
ま
し
ょ

う
。
」
と
言
う
白
浜
司
教
の
挨

拶
と
祈
り
で
始
ま
り
、
以
下

の
議
題
が
取
り
扱
わ
れ
た
。

　

ま
ず
「
二
〇
二
〇
教
区
代
表

者
会
議
」
の
成
果
を
ま
と
め

た
、
司
教
教
書
（
要
約
版
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）
の
四
つ
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、
白
浜
司
教
か
ら

説
明
が
あ
っ
た
。

①
「
と
も
に
歩
む
あ
た
た
か

さ
の
あ
る
教
会
を
め
ざ

そ
う
」
を
十

年
間
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と

し
、
三
年
ご

と
の
テ
ー
マ

を
設
定
。

②
十
年
後
の

二
〇
三
二
年

度
（
創
立

百
十
周
年
を

迎
え
る
前
の

年
）
を
目
処

に
、
第
四
回
目
の
教
区
シ

ノ
ド
ス
を
開
催
し
た
い
。

③
三
つ
の
「
柱
」
か
ら
五
つ

の
「
強
調
点
」
へ
変
更

し
、
代
表
者
会
議
で
示
さ

れ
た
提
言
か
ら
「
十
の

テ
ー
マ
・
三
十
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
を
打
ち
立
て
、
十

年
間
取
り
組
ん
で
み
た

い
。

④
今
後
の
動
き
を
大
切
に
す

る
た
め
、
提
言
を
推
進
す

る
た
め
の
教
区
組
織
「
シ

ノ
ド
ス
対
応
調
整
チ
ー

ム
」
を
設
置
、
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
し
た
「
ネ
ッ

ト
ひ
ろ
ば
（
但
し
、
分
か

ち
合
い
の
手
段
の
ひ
と

つ
）
」
の
開
設
、
拡
大
会

議
と
し
て
の
「
教
区
ひ
ろ

ば
」
を
開
催
し
た
い
。

な
お
、
司
教
教

書
の
全
文
は
印

刷
物
に
す
る
予

定
が
な
い
た

め
、
必
要
に
応

じ
て
教
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

各
自
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
欲

し
い
と
の
こ

と
。

続
い
て
「
福
音

ひ
ろ
ば
」
に
つ
い
て
担
当
の

大
西
神
父
か
ら
説
明
が
あ
っ

た
。
こ
の
「
福
音
ひ
ろ
ば
」

は
司
教
教
書
の
「
教
区
ひ
ろ

ば
」
「
ネ
ッ
ト
ひ
ろ
ば
」
よ

り
前
に
発
案
が
あ
っ
た
企
画

で
、
既
に
試
験
的
に
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
。
百
周
年
期
間

の
一
年
間
、
ま
ず
は
継
続
的

な
実
施
を
目
指
し
毎
週
木
曜

日
に
世
代
別
で
の
開
催
を
予

定
。
詳
し
く
は
専
用
の
チ
ラ
シ

を
参
照
。

　

そ
し
て
、
「
協
働
体
」
区
分

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
白
浜
司

教
か
ら
、
二
〇
一
八
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
協
働
体
の
区
分
の

一
部
を
現
実
に
即
し
た
変
更

（
交
通
の
便
、
小
教
区
の
つ
な

が
り
の
強
弱
、
動
き
や
す
さ
な

ど
）
を
行
い
、
二
〇
二
二
年
度

か
ら
再
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

更
に
、
「
教
区
創
立
百
周
年

記
念
行
事
」
に
つ
い
て
、
記
念

行
事
実
行
委
員
会
か
ら
全
体
お

よ
び
九
月
十
九
日
の
開
年
ミ
サ

に
関
し
、
決
ま
っ
て
い
る
内
容

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

百
周
年
期
間
中
に
掲
示
す
る
ポ

ス
タ
ー
を
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
百
周
年
史
編
纂
委
員
会

か
ら
、
現
時
点
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
の
報
告
へ
と
続
い
た
。

　

次
の
議
題
は
、
教
区
テ
ー
マ

「
社
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
最

終
年
の
サ
ブ
テ
ー
マ
「
平
和

（
隣
人
と
の
関
係
）
」
に
つ
い

て
、
教
区
全
体
の
取
り
組
み
と

し
て
、
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
社

会
司
牧
担
当
か
ら
説
明
が
あ
っ

た
。

①
教
区
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

教
区
の
動
き

教
区
の
動
き

平
和
の
使
徒
推
進
本
部

平
和
の
使
徒
推
進
本
部  
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動
団
体
情
報
を
教
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
（
既
に

掲
載
済
み
）

②
社
会
司
牧
担
当
の
今
後
の

活
動
や
種
々
の
社
会
司
牧

に
関
連
す
る
案
内
や
情
報

は
、
広
報
に
注
力
し
教
区

内
に
周
知
し
て
い
き
た
い

　

続
く
議
題
は
、
「
青
年
活

動
企
画
室
」
に
つ
い
て
、
担

当
の
大
西
神
父
、
教
区
職
員

の
益
田
さ
ん
（
幟
町
）
か
ら

説
明
が
あ
っ
た
。
青
少
年
情

報
セ
ン
タ
ー
を
改
名
し
、
昨

今
の
青
少
年
活
動
の
実
情
を

踏
ま
え
、
企
画
室
が
自
ら
主

体
と
な
り
青
年
た
ち
を
リ
ー

ド
し
て
い
く
機
関
に
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
司
教
教
書
「
養
成
⑧
」
に
関

連
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
第
一
号

と
し
て
具
現
化
。
既
に
教
区
顧

問
会
議
で
承
認
を
受
け
五
月
か

ら
始
動
し
て
い
る
が
、
本
教
区

宣
司
評
に
お
い
て
改
め
て
議
決

さ
れ
正
式
に
活
動
を
開
始
し

た
。

　

白
浜
司
教
は
、
ま
た
、
「
世

界
代
表
司
教
会
議
（
世
界
シ
ノ

ド
ス
）
に
向
け
て
の
質
問
に
対

す
る
教
区
の
回
答
」
に
つ
い

て
、
五
月
八
日
に
日
本
司
教
協

議
会
へ
提
出
済
み
で
あ
る
こ
と

を
報
告
し
た
。
提
出
し
た
回
答

内
容
は
、
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
礼
文
と
共
に
掲
載
し
て
い

る
の
で
閲
覧
頂
き
た
い
。

　

続
い
て
平
和
の
使
徒
推
進
本

部
か
ら
、
「
シ
ノ
ド
ス
対
応
調

整
チ
ー
ム
規
約
」
（
案
）
が
提

示
さ
れ
、
説
明
の
後
、
賛
成
多

数
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
同
日
、
規
約
は
施
行

し
、
「
シ
ノ
ド
ス
対
応
調
整

チ
ー
ム
」
は
正
式
に
活
動
を
開

始
し
た
。

　

更
に
議
題
は
、
教
区
の
祈
祷

書
「
信
徒
手
帖
（
仮
称
）
」
に

つ
い
て
典
礼
委
員
会
の
瀧
井
神

父
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
百
周

年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、

ま
た
司
教
教
書
「
福
音
宣
教

①
」
に
関
連
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
具
体
化
と
し
て
、
祈
り
や
信

徒
の
心
得
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
冊
子
に
な
る
予
定
で
、
百
周

年
期
間
中
に
発
行
予
定
と
の
こ

と
。

　

教
区
宣
司
評
の
後
半
は
、
各

報
告
事
項
を
中
心
に
、
ま
ず
典

礼
委
員
会
か
ら
、
今
年
の
待
降

節
か
ら
ミ
サ
式
次
第
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
平
和
行
事
実
行
委

員
会
か
ら
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
昨
年
同
様
、
教
区
外

へ
の
呼
び
掛
け
は
し
な
い
と
の

こ
と
。

　

更
に
、
各
地
区
・
協
働
体
・

修
道
女
連
盟
か
ら
の
報
告
に
続

き
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
応
に
つ
い
て
」
白

浜
司
教
か
ら
お
知
ら
せ
が
あ
っ

た
。

　

以
上
の
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
、
祈
り
と
祝
福
の
う
ち
に
三

時
間
の
教
区
宣
司
評
を
閉
会
し

た
。

　

な
お
、
次
回
（
第
二
回
）
教

区
宣
司
評
は
、
十
二
月
十
日
に

開
催
予
定
。

【
カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
情
報

（
二
〇
二
二
年
六
月
更
新
）
の

公
開
に
つ
い
て
】

　

広
島
司
教
区
に
は
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る

団
体
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
二
〇

年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
以
下
新
型
コ
ロ
ナ
）
が
蔓

延
す
る
前
、
教
区
目
標
「
社
会

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
一
環

で
、
小
教
区
で
関
わ
っ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
集
約
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
が
流
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
活
動
が
制
約
さ
れ
、
こ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ス
ト
（
以
下

ボ
ラ
リ
ス
）
の
公
開
も
保
留
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
よ

う
や
く
ボ
ラ
リ
ス
を
公
開
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

教
区
の
皆
様
に
は
活
動
の
内

容
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
連
携

を
強
め
る
と
共
に
、
協
働
の
輪

を
広
げ
る
た
め
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
な

お
今
回
掲
載
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
は
、
以
下
の
条
件
を
満

た
す
団
体
に
限
定
し
て
い
ま

す
。

・
掲
載
を
希
望
す
る
団
体
で
あ

る
こ
と
。

・
教
会
内
の
組
織
の
み
な
ら

ず
、
教
会
外
の
組
織
に
教

会
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て

い
る
団
体
も
含
む
こ
と
。

・
現
在
活
動
中
の
団
体
で
あ
る

こ
と
。

　

な
お
、
本
情
報
は
団
体
責
任

者
、
窓
口
担
当
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
情
報
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し

て
い
ま
す
。
広
島
教
区
が
公
認

社会司牧デスク　ホームページ

【教区創立100周年記念行事のお知らせ】

教区創立100周年　開年ミサ・記念講演会
日時：9月19日（月・祝）「教区の日」
場所：米子教会
　開年ミサ　11時から（司式：白浜司教）
　講  演  会　Sr.三好 千春（援助修道会）
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J-CaRM
J-CaRM

の
役
割

の
役
割

山
口
島
根
地
区

山
口
島
根
地
区J-CaRM

J-CaRM

　　

藤
本
忠
文

藤
本
忠
文

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

な
ん
と
も
待
ち
遠
し
か
っ
た
二
〇
二
一

年
の
降
誕
祭
の
ミ
サ　

実
現
し
ま
し
た

　

サ
ビ
エ
ル
教
会
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の

皆
さ
ん
の
た
め
の
ミ
サ
は
、
二
〇
二
一

年
一
月
以
降
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
断

せ
ざ
る
を
得
ず
、
復
活
祭
も
被
昇
天
の

ミ
サ
も
な
く
時
間
は
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。

　

感
染
し
た
場
合
責
任
が
取
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
無
理
な
開
催
は
不

可
能
で
し
た
。
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の

人
達
も
非
常
に
敏
感
に
反
応
し
て
い

て
、
ミ
サ
へ
は
参
加
は
し
た
い
が
今
は

我
慢
を
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

参
加
で
当
座
は
凌
ぐ
と
言
う
状
況
で
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
ミ
サ
の
場

合
、
こ
ん
な
状
況
下
で
も
ミ
サ
に
与
る

事
が
で
き
る
と
言
う
事
、
日
頃
は
会
え

な
い
神
父
様
の
話
が
聞
け
る
と
言
う
事

等
で
、
ミ
サ
後
に
友
達
に
会
う
と
言
う

事
は
出
来
な
く
と
も
得
る
こ
と
は
あ
っ

た
よ
う
で
メ
ー
ル
を
通
し
て
皆
さ
ん
の

声
が
聴
け
ま
し
た
。

　

毎
日
の
新
規
感
染
者
数
に
は
敏
感
に

な
り
、
一
喜
一
憂
す
る
日
が
続
き
ま
し

た
。
何
と
し
て
も
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ
は

と
言
う
希
望
の
為
か
、
十
一
月
中
旬
を

過
ぎ
る
と
新
規
感
染
者
数
が
減
少
に
転

じ
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
行
く
の
な
ら

ば
、
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
な

が
ら
も
何
故
だ
か
口
で
は
言
い
出
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
に
期
待
さ
せ
て

お
い
て
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
ら
悪
い

と
言
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

　

そ
れ
で
も
バ
ー
ト
神
父
様
に
日
程

確
保
、
場
所
の
確
保
、
参
加
予
定
者

へ
の
知
ら
せ
等
が
関
係
者
の
間
で
進

行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

主
に
祈
り
な
が
ら
も
、
皆
に
は
コ

ロ
ナ
次
第
よ
と
言
い
な
が
ら
準
備
は

進
み
ま
し
た
。
準
備
に
関
わ
っ
た
一

部
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
人
達
の
気
持

ち
に
は
全
く
迷
い
が
な
い
の
を
知

り
、
万
一
の
場
合
ど
う
す
る
の
だ
ろ

う
か
と
心
配
も
し
ま
し
た

　

十
二
月
十
九
日
の
感
染
者
の
傾
向

で
心
配
は
消
え
、
打
ち
合
わ
せ
に
弾

み
が
付
き
ま
し
た
。
サ
ビ
エ
ル
教
会

の
カ
ン
ガ
ス
神
父
様
も
参
加
し
て
く

だ
さ
る
と
言
う
知
ら
せ
を
聞
き
、
そ

れ
ま
で
の
心
配
と
不
安
が
一
気
に
な

く
な
り
ま
し
た
。
準
備
を
進
め
て
い

た
人
た
ち
も
口
で
は
言
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

十
二
月
二
十
六
日
の
ミ
サ
後
の

パ
ー
テ
ィ
ー
で
数
人
の
世
話
役
に
ど

う
だ
っ
た
と
尋
ね
ま
し
た
が
、
み
ん

な
に
っ
こ
り
笑
い
嬉
し
そ
う
な
顔
を

し
て
い
ま
し
た
。
私
も
言
葉
が
な

く
、
た
だ
肩
を
た
た
い
て
う
れ
し
さ

を
出
す
だ
け
で
し
た
。

　

主
が
彼
ら
の
祈
り
に
応
え
て
く
だ

さ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

祭
壇
は
テ
ー
ブ
ル
に
白
い
布
を
か

け
た
だ
け
の
即
席
祭
壇
で
し
た
が
、

と
て
も
良
く
見
え
ま
し
た
。

　

物
事
は
見
か
け
で
決
ま
る
も
の
で

は
な
い
と
そ
の
時
心
か
ら
お
も
い
ま

し
た
。

　

以
前
の
毎
月
の
ミ
サ
へ
の
参
加
者

は
二
十
三
～
二
十
五
人
で
し
た
が
、

二
十
六
日
は
七
十
名
を
超
え
る
人
数

で
し
た
。

　

誰
の
顔
も
穏
や
か
で
ニ
コ
ニ
コ
し

て
い
ま
し
た
。
異
国
で
、
コ
ロ
ナ
の

環
境
下
で
苦
労
は
多
か
っ
た
で
し
ょ

う
が
、
主
の
元
に
集
ま
れ
、
ミ
サ
に

与
れ
た
こ
と
で
喜
び
が
共
有
で
き
た

か
ら
あ
の
顔
に
な
っ
た
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
平
和
な
気
持
ち
で
し

た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
顔
と
時
間
で
し

た
。

　

こ
の
喜
び
が
今
度
は
島
根
県
浜
田

市
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
人
達
と
も
分

か
ち
合
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

浜
田
教
会
の
原
田
さ
ん
か
ら
当
地
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
人
達
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
司
祭
に
よ
る
ミ
サ
を
開
い
て

ほ
し
い
と
言
う
希
望
が
あ
り
ま
し

た
。
バ
ー
ト
神
父
様
が
忙
し
い
日
程

の
中
か
ら
浜
田
行
き
を
都
合
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
希
望

が
早
く
実
現
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

◇◇2022 平和行事◇◇
日　時：2022/8/5（金）・6（土）・9（火）
場　所：世界平和記念聖堂　他
テーマ：平和の糸を紡ぐ
　　　　　～愛し合うきょうだいとして生きよう～
8/5 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
①基調講演（大聖堂）＊ライブ配信あり
　教皇フランシスコ回勅『兄弟の皆さん』
　　福岡司教区　ヨゼフ・アベイヤ司教
②分科会（１）
　世界平和記念聖堂の歴史　　幟町教会　青葉憲明さん
③分科会（２）
　被爆証言　　　　　　　　　観音町教会　朴

パク

南
ナムジュ

珠さん
④平和祈願ミサ　＊ライブ配信あり　＊手話通訳付き
　　司式：大阪教区　酒井俊弘補佐司教
8/6・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
①原爆とすべての戦争犠牲者のためのミサ（大聖堂）
　＊ライブ配信あり　＊手話通訳付き
　　司式：白浜満司教
②講演「難民の友に　難民と共に」（大聖堂）
　　アルペなんみんセンター　漆原比呂志さん他
8/9・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　長崎原爆犠牲者のためのミサ （大聖堂）
　　司式：白浜満司教　 ＊手話通訳付き

＊新型コロナウイルス感染症対策のため、平和行事に参
加を希望される方は、事前申し込みが必要となります。

バート神父（呉教会主任）

し
た
団
体
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
団
体
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
れ
ば
直
接
団
体
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

集
約
時
か
ら
時
間
も
経
過
し

て
お
り
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会

の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い

活
動
も
始
ま
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
は

健
康
問
題
を
は
じ
め
、
多
く
の

貧
困
問
題
に
も
直
面
し
て
い
ま

し
た
。
ま
だ
、
子
ど
も
食
堂
等

の
登
録
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
を
機
会
に
是
非
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。
活
動
再
開
の
ご
連

絡
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
下
に
登
録

情
報
の
項
目
を
載
せ
て
い
ま

す
。
）

　

社
会
の
中
で
奉
仕
で
き
る
教

会
（
信
徒
）
の
姿
こ
そ
、
福
音

宣
教
の
第
一
歩
。
ど
う
ぞ
、
こ

の
ボ
ラ
リ
ス
を
活
用
し
て
「
社

会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
！

　

な
お
情
報
の
誤
り
、
更
新
、

掲
載
希
望
が
あ
る
場
合
は
、

平
和
の
使
徒
推
進
本
部 

社
会

司
牧
担
当
（in

fo@
social-

desk.net　

FA
X

082-221-
6019

）
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

ホームページ
ＱＲコード
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地
区
便
り

地
区
便
り

＊
岡
山
鳥
取
地
区
に
、
新
し
い

司
祭
二
名
が
派
遣

　

復
活
の
お
恵
み
と
し
て
、
岡

山
鳥
取
地
区
に
、
新
し
い
司
祭

二
名
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
宣
教
会
の
ダ
ン
神

父
（
米
子
教
会
主
任
）
と
ベ
ト

ナ
ム
の
ソ
ン
・
ロ
ッ
ク
教
区
か

ら
派
遣
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
人
司

牧
担
当
の
テ
エ
神
父
で
す
。
テ

エ
神
父
は
、
昨
年
閉
園
し
た
ゆ

り
か
ご
保
育
園
の
園
舎
に
住
み

込
み
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
司
牧
に

あ
た
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
園

舎
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
と
日
本
人

の
交
流
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
日
越
交
流
赤
磐
農
園

を
支
援
す
る
た
め
に
、
「
み
こ

こ
ろ
の
家
」
（
赤
磐
在
住
の
カ

ト
リ
ッ
ク
・
ベ
ト
ナ
ム
人
共
同

体
の
グ
ル
ー
プ
の
拠
点
）
に
六

月
か
ら
汚
れ
な
き
マ
リ
ア
の
ク

ラ
レ
チ
ア
ン
宣
教
修
道
女
会
か

ら
二
名
（
シ
ス
タ
ー
辻
妃
代

子
・
シ
ス
タ
ー
辻
末
美
）
が
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
修
女

連
と
し
て
、
愛
徳
カ
ル
メ
ル
修

道
会
鳥
取
修
道
院
の
シ
ス
タ
ー

清
水
幸
子
と
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女
会
ク
ビ

リ
ー
修
道
院
の
シ
ス
タ
ー
小
谷

恭
子
が
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

五
月
七
日
に
は
、
第
一
回
地

区
宣
教
司
牧
評
議
会
が
新
地
区

長
西
江
神
父
の
も
とZoom

で

開
催
。
画
面
の
向
こ
う
側
の
み

な
さ
ん
と
お
互
い
の
安
否
を
気

遣
い
、
和
気
藹
々
と
し
た
評
議

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
爽
や
か
な
風
が
吹
い

て
い
る
岡
山
鳥
取
地
区
で
す
。

＊
初
め
て
の
ヨ
ゼ
フ
祭

　

米
子
教
会
の
守
護
の
聖
人
は

「
聖
ヨ
ゼ
フ
様
」
で
す
。
米
子

に
教
会
が
で
き
て
八
十
年
を
超

え
て
は
い
ま
す
が
、
今
ま
で
教

会
の
守
護
の
聖
人
を
祝
う
祭
り

が
開
か
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
度
、

短
期
間
で
す
が
ミ
ラ
ノ
宣
教
会

の
パ
ヴ
ァ
ン
神
父
様
（
イ
ン
ド

生
ま
れ
）
が
急
遽
米
子
に
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。
神
父
様
の
生
ま

れ
故
郷
の
教
会
も
『
守
護
の
聖

人
が
ヨ
ゼ
フ
様
』
で
、
毎
年
お

祝
い
の
祭
り
を
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
神
父
様
の
発
案
で
三

月
十
九
日
、
平
日
の
土
曜
日
で

し
た
が
、
お
祝
い
の
ミ
サ
と
簡

単
な
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
毎
年
「
聖

ヨ
ゼ
フ
祭
」
を
続
け
よ
う
と
思

い
ま
す
。

（
米
子
教
会　

都
田
修
史
）

＊
地
区
召
命
祈
り
の
集
い

　

五
月
二
十
八
日
、
広
島
地
区

召
命
祈
り
の
集
い
が
祇
園
教
会

に
て
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
小
教
区
か
ら
五
人
の
司

祭
、
九
十
人
の
信
徒
が
参
加
し

ま
し
た
。
当
日
、
他
の
会
と
重

な
り
出
席
出
来
な
か
っ
た
白
浜

司
教
さ
ま
か
ら
「
…
イ
エ
ス
様

の
後
に
従
う
道
を
選
ぶ
と
い
う

決
意
を
し
て
、
そ
の
道
を
全
う

す
る
こ
と
は
、
多
く
の
人
々
の

祈
り
に
よ
る
支
え
な
し
に
は
実

岡
山
鳥
取
地
区

64

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

昨
年
の
終
盤
、
修
道
会
か
ら
、
難

民
移
住
者
の
奉
仕
に
関
す
る
新
し
い

任
命
を
受
け
た
。
最
初
は
戸
惑
っ
た

が
、
最
終
的
に
は
マ
リ
ア
の
心
で
覚

悟
を
決
め
た
。

　

一
年
前
か
ら
月
に
一
度
続
け
て
き

た
大
村
の
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
訪
問

に
も
心
が
こ
も
る
。
両
親
が
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
来
て
、
日
本
で
生
ま
れ
育
っ

た
青
年
Ｍ
さ
ん
は
、
と
あ
る
理
由
で

入
管
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
爽

や
か
で
、
会
い
に
行
く
こ
ち
ら
が
元

気
を
も
ら
う
気
持
ち
の
よ
い
青
年

だ
。
仮
放
免
さ
れ
て
も
日
本
で
働
く

こ
と
は
で
き
な
い
。
（
こ
の
国
の
政

策
は
一
体
何
な
ん
だ
！
）
親
が
決
断

を
し
、
そ
の
日
が
来
た
ら
ブ
ラ
ジ
ル

に
そ
の
ま
ま
飛
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
日
が
近
づ

い
て
き
て
不
安
そ
う
な
彼
に
、
「
と

に
か
く
自
分
の
仲
間
に
繋
げ
た
い
か

ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
着
い
た
ら
必
ず
連

絡
を
ほ
し
い
」
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
渡
し
た
。
そ
れ
か
ら
年
末
に
会
議

の
た
め
に
東
京
に
出
張
し
た
。
あ
る

教
会
の
受
付
の
前
を
通
る
と
、
困
っ

て
い
る
南
米
風
の
婦
人
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
。
義
母
が
亡
く
な
ら
れ
、

葬
儀
で
祈
っ
て
く
れ
る
司
祭
が
見
つ

か
ら
な
い
と
い
う
。
大
晦
日
、
心
を

込
め
て
ミ
サ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
方
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
方
だ
っ

た
。
「
も
し
あ
な
た
の
親
戚
が
サ
ン

パ
ウ
ロ
に
い
る
な
ら
ど
う
か
私
の
友

人
を
助
け
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
。
彼

女
は
「
喜
ん
で
」
と
答
え
て
く
れ

た
。

　

一
月
に
入
り
、
Ｍ
さ
ん
が
ブ
ラ
ジ

ル
に
飛
ん
で
間
も
な
く
「
途
方
に
く

れ
て
い
る
」
と
い
う
Ｍ
さ
ん
か
ら
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル
が
入
っ
て
い
た
。
急

い
で
そ
の
婦
人
に
連
絡
を
取
る
と
、

「
待
っ
て
い
ま
し
た
よ
」
と
言
っ
て

く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
の
話
を
Ｍ

さ
ん
か
ら
聞
い
た
時
は
、
感
動
で
言

葉
が
出
な
か
っ
た
。
そ
の
翌
朝
に

は
、
そ
の
婦
人
の
お
姉
さ
ん
が
ホ
テ

ル
ま
で
Ｍ
さ
ん
に
会
い
に
行
っ
て
く

れ
、
話
を
聴
い
て
く
だ
さ
り
、
「
必

要
な
間
、
ず
っ
と
住
ん
で
い
い
か

ら
」
と
家
の
鍵
を
渡
し
て
く
れ
た
の

だ
と
い
う
。

　

今
Ｍ
さ
ん
は
仕
事
も
見
つ
か
り
、

新
し
い
人
生
を
、
希
望
を
持
っ
て
生

き
て
い
る
。
「
い
つ
か
同
じ
よ
う
な

状
況
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
来
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
が
い
た
ら
必
ず
僕
に
言
っ

て
く
だ
さ
い
。
僕
が
し
て
も
ら
っ
た

よ
う
に
そ
の
人
を
助
け
た
い
」
と
。

あ
あ
、
そ
れ
は
確
か
に
、
呼
び
か
け

に
応
じ
る
者
を
支
え
て
く
だ
さ
る
、

神
の
な
さ
れ
る
業
だ
っ
た
。

労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

中
井　

淳　

神
父

広
島
地
区

米子教会でミサを捧げるパヴァン神父



( 7 ) カトリック　広　島　教　区　報 2022 年 7 月 17 日  129 号

現
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
…
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
力
づ
け
ら

れ
、
心
一
つ
に
召
命
の
祈
り
、

ロ
ザ
リ
オ
、
ミ
サ
を
捧
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
去
年
叙
階
さ
れ
た
三

宅
神
父
さ
ま
が
ご
自
身
の
召
命

物
語
を
卒
直
に
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
様
々
な
体
験
や
想

い
を
通
し
、
そ
の
中
で
神
さ
ま

へ
の
光
を
見
つ
け
「
は
い
」
と

応
え
ら
れ
る
勇
気
。
私
も
そ
の

よ
う
に
生
き
な
け
れ
ば
、
と
思

い
ま
し
た
。

　

広
く
明
る
い
祇
園
教
会
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
場
所
に
ふ
さ

わ
し
く
久
々
の
集
い
で
一
致
の

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

尚
、
こ
の
集
い
で
の
献
金
は
一

粒
会
へ
寄
付
し
ま
し
た
。
皆
さ

ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
（
召
命
促
進
委
員

浜
村
博
美
）

＊
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
『
Sr.
原 

講
演
会
』
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催

　

広
島
地
区
教
会
学
校
リ
ー

ダ
ー
会
で
は
、
昨
年
度
末
三
月

十
三
日
、
講
師
に
援
助
修
道
会

シ
ス
タ
ー
原
敬
子
氏
を
お
迎
え

し
、
『
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
』
を

開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

強
い
ら
れ
た
ウ
ェ
ブ
開
催
の
術

は
逆
に
活
動
の
幅
を
広
げ
て
く

れ
、
講
師
シ
ス
タ
ー
原
は
東
京

か
ら
の
講
演
・
指
導
、
参
加

者
も
教
区
全
体
ま
た
カ
テ
キ
ス

タ
講
座
の
方
に
も
呼
び
か
け

二
十
九
名
を
数
え
ま
し
た
。

講
演
『
兄
弟
と
な
る
た
め
の
橋

渡
し
＝
聖
霊
に
聴
く
カ
テ
ケ
ー

ジ
ス
（
要
理
教
育
）
』
は
、
教

皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
唱
え
る

「
シ
ノ
ド
ス
的 

（
共
に
道
を

歩
む
）
教
会
」
を
教
会
学
校
に

お
い
て
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
「
何
を
教
え
る
か
」
で
は

な
く
「
い
か
に
兄
弟
に
な
っ
て

い
く
か
」
が
重
要
で
あ
り
、

各
々
が
「
自
分
の
中
か
ら
の
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
」
を
大
切
に
し
お

互
い
に
出
会
っ
て
い
く
事
で
、

歩
み
が
深
ま
っ
て
い
く
事
を
説

か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
教
え

の
教
会
か
ら
学
び
の
教
会
へ
」

を
考
え
、
実
際
に
自
分
を
聞
き

現
す
「
分
か
ち
合
い
」
を
通
し

て
、
皆
が
同
じ
方
を
向
き
兄
弟

に
な
っ
て
い
く
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
『
シ
ノ
ド
ス
的
研
修

会
』
と
な
り
ま
し
た
。

＊
山
口
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

サ
ビ
エ
ル
書
院

　

四
十
五
年
間
、
山
口
で
活
動

し
て
き
た
女
子
パ
ウ
ロ
会
が
、

二
〇
一
三
年
ク
リ
ス
マ
ス
を

も
っ
て
「
ア
ゴ
ラ
」
（
聖
パ
ウ

ロ
書
院
）
を
閉
店
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

な
ん
と
か
信
徒
の
力
で
女
子

パ
ウ
ロ
会
の
宣
教
活
動
の
一
端

を
継
承
し
て
い
け
な
い
も
の
か

と
、
検
討
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上

げ
て
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

幸
い
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
支
援

を
受
け
て
、
「
委
託
販
売
」
と

い
う
形
で
、
二
〇
一
四
年
九
月

十
三
日
「
サ
ビ
エ
ル
書
院
」
の

開
店
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

土
・
日
・
祝
日
の
み
の
営
業

で
、
十
時
か
ら
十
六
時
ま
で
店

を
開
い
て
い
ま
す
。
現
在
十
一

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
交
代
で

販
売
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

は
や
七
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
失
敗
や
苦
労
が

あ
り
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
一
同
、
宣
教
活
動
の
一
端
を

担
う
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

＊
津
和
野
町
物ス

ト
ー
リ
ー
語
（
島
根
県

市
町
村
振
興
セ
ン
タ
ー
の
企

画
）

　

「
津
和
野
乙
女
峠
の
流
配
物

語
」
が
昨
年
八
月
よ
り
、
松
江

市
の
県
庁
南
〈
市
町
村
振
興
セ

ン
タ
ー
〉
に
大
き
な
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
で
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
し
ま
ね 

19
物
語
】
と
い
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
様
で
、
約
一

年
間
程
、
島
根
県
内
十
九
の
市

町
村
の
売
り
が
一
つ
ず
つ
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ

が
津
和
野
乙
女
峠
の
も
り
ち
ゃ

ん
の
お
話
し
で
す
。
こ
の
七
月

中
旬
ま
で
掲
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
か
ら
、
お
近
く
に
行
か

れ
る
方
は
足
を
運

ん
で
見
て
く
だ
さ

い
ね
。
併
せ
て
是

非
、
津
和
野
乙
女

峠
に
も
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。 

サビエル書院スタッフ一同（山口教会）

山
口
島
根
地
区

聖書通読写経キャンペーン　完了者紹介（敬称略）

新約聖書写経完了された方
　No.025　許田宗龍　観音町教会
　No.026　堀越　瑶　水島教会
　No.027　堀越明子　水島教会
旧約聖書写経完了された方
　No.009　許田宗龍　観音町教会
全巻完了された方
　No.008　花田春美　向原教会

　No.009　許田宗龍　観音町教会
　No.010　堀越　瑶　水島教会

§お知らせ
聖書通読・写経キャンペーンは、教区創
立100周年後も継続して行っていくこと
になりました。ぜひ、みことばを味わい
ながら、祈りの心をもって通読・写経に
チャレンジしてみてください。

↑写真提供：島根県
市町村振興センター
タペストリーとしお
りにはもりちゃんの
お話が紹介されてい
ます
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青
少
年
の
活
動

青
少
年
の
活
動

　

釜
山
教
区
か
ら
岡
山
教
会
へ

　
　
　
　
　
　
岡
山
教
会朴パ

ク

　
鍾
ジ
ョ
ン
ソ
ク錫  

神
父

〈113〉

　

「
あ
な
た
は
、
生
ま
れ
故

郷
、
父
の
家
を
離
れ
て
、
わ

た
し
が
示
す
地
に
行
き
な
さ

い
。
」
（
創
世
記
十
二
章
一

節
）

　

こ
の
言
葉
は
日
本
へ
の
宣

教
を
勧
め
ら
れ
、
た
め
ら
っ

て
い
た
私
に
釜
山
教
区
の
司

教
様
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
福
音

の
言
葉
で
す
。
「
行
き
な
さ

い
」
と
い
う
神
様
の
言
葉
に
応

じ
て
広
島
教
区
に
派
遣
さ
れ
た

朴
鍾
錫
ヨ
セ
フ
神
父
と
申
し
ま

す
。

　

「
神
様
か
ら
送
ら
れ
た
者
が

い
っ
た
い
な
ぜ
私
な
の
か
」
最

近
、
日
本
語
の
学
校
に
通
い
な

が
ら
ず
っ
と
思
っ
て
き
た
黙
想

で
す
。
日
本
語
を
上
手
く
聞
き

取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
分
の

考
え
を
は
っ
き
り
伝
え
ら
れ
な

い
今
の
状
況
の
中
で
、
再
び
私

を
悔
い
改
め
の
道
に
招
く
神
様

の
声
で
は
な
い
か
、
ま
た
今
ま

で
と
は
全
然
違
う
言
語
を
通
し

て
「
私
の
言
葉
で
は
な
く
神
様

の
言
葉
を
伝
え
な
さ
い
」
と
い

う
意
味
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

日
本
に
来
て
百
日
く
ら
い

経
っ
た
今
で
も
相
変
わ
ら
ず
怖

く
て
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
私
が
過
ご
し
て
い
る

岡
山
教
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
神

父
様
と
信
者
の
皆
さ
ん
の
祈
り

の
お
か
げ
で
力
を
出
し
て
い
ま

す
。

　

「
何
で
も
見
て
、
何
で
も
読

ん
で
、
何
で
も
聞
い
て
、
何
で

も
知
ろ
う
、
も
っ
と
将
来
の
糧

に
な
る
か
ら
。
」
と
い
う
日
本

語
の
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
大

変
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
今
や
っ
と
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
今
の
私
は
ま
る

で
赤
ん
坊
の
よ
う
に
自
分
の
力

で
立
て
な
い
状
態
と
思
い
ま
す

が
、
い
つ
か
は
皆
さ
ん
と
一
緒

に
歩
い
て
、
ま
た
走
れ
る
日
が

来
る
よ
う
に
望
み
ま
す
。
そ
の

途
中
で
私
が
疲
れ
て
転
ん
で
し

ま
う
時
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
そ
の
度
に
私
を
立

ち
上
が
ら
せ
て
く
だ
さ
る
神
様

と
助
け
て
く
だ
さ
る
皆
様
を
信

じ
な
が
ら
楽
し
く
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
司
祭
叙
階
の
時
に
選
ん

だ
聖
句
「
私
だ
。 

恐
れ
る
こ

と
は
な
い
。
」
（
ヨ
ハ
ネ
六
章

二
十
節
）
と
い
う
私
た
ち
の

主
の
言
葉
を
思
い
出
し
な
が

ら
・
・
・
。

青
年
活
動
企
画
室

青
年
活
動
企
画
室

始
動
い
た
し
ま
す
！

始
動
い
た
し
ま
す
！

　

青
年
達
の
た
め
に
い
つ
も
お

祈
り
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
六
月
よ

り
、
企
画
、
運
営
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
に
力
を
入
れ
た

「
青
年
活
動
企
画
室
」
が
始
動

致
し
ま
し
た
。
担
当
司
祭
は
大

西
勇
史
神
父
様
、
担
当
補
佐
は

三
宅
仁
孝
神
父
様
で
す
。

　

本
号
で
は
、
前
任
職
員
の
楠

本
と
後
任
の
益
田
よ
り
、
ご
挨

拶
さ
せ
て
い
だ
だ
き
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

青
少
年
情
報
セ
ン
タ
ー
の
職

員
を
始
め
た
の
は
、
一
緒
に
青

年
と
し
て
活
動
し
て
い
た
大
学

の
先
輩
に
声
を
か
け
て
頂
い
た

学
生
の
頃
で
し
た
。
退
職
し
た

後
も
、
情
報
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

を
手
伝
う
事
が
あ
り
、
そ
し
て

ま
た
二
〇
一
九
年
か
ら
職
員
を

し
、
通
算
十
年
以
上
も
関
わ
ら

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

青
少
年
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、

企
画
室
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
教
会
へ
行
か
な
く

な
っ
た
、
そ
し
て
元
々
足
が
遠

の
い
て
い
た
青
少
年
達
が
た
く

さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
新
し

い
企
画
で
た
く
さ
ん
青
少
年
達

が
教
会
へ
戻
っ
て
来
る
事
を
願

い
な
が
ら
今
後
の
発
展
を
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。

（
前
任
：
楠
本
紗
由
里
）

　

二
年
間
職
員
を
務
め
た
の
ち

広
島
を
離
れ
、
三
年
ぶ
り
に

戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。
教
区
創

立
百
周
年
も
控
え
て
お
り
ま
す

し
、
青
年
か
ら
も
盛
り
上
げ
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
青
年
の
た
め

に
お
祈
り
く
だ
さ
い
ま
す
と
幸

い
で
す
。（

後
任
：
益
田
な
お
）

写
真
：
白
浜
司
教
（
中
央
）
を
囲
ん
で
、

大
西
神
父
（
左
）
と
三
宅
神
父
、

新
旧
職
員
（
前
列
）
。

撮
影
場
所
：
青
年
活
動
企
画
室
が
あ
る
愛

宮
ラ
サ
ー
ル
記
念
館
玄
関

　

こ
れ
ま
で
広
島
教
区
は
青
年

活
動
が
活
発
な
教
区
だ
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
教
会
に
青

年
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て
き

た
上
に
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状

況
も
あ
り
、
ど
う
な
っ
て
し
ま

う
の
か
と
寂
し
く
思
っ
て
い
ま

し
た
。
今
回
の
新
し
い
青
年
活

動
の
動
き
に
は
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
（
に
ん
） 　


